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１．はじめに

　金融庁では、毎年、行政方針を公表しており、

今事務年度のテーマは「変革期における金融サー

ビスの向上」である。現在の日本は、金融に限ら

ず、非常に大きな変革期にある。予算面で科学技

術を担当していたときもあったが、その当時は、

コンピューターが進んでも人間には及ばないと考

えられていた。しかしながら、デジタライゼーシ

ョンの発展は非常に目覚ましく、かつてはSFの

世界でしか考えられなかったものが、急速に社会

実装されるような時代になっている。新しいテク

ノロジーは、非常に便利で私たちの社会を豊かに

するようなサービスを色々と生み出してくれてい

る。ただし、こういった発展には、光もあれば影

もある。例えば、かつて、自動車が浸透したこと
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